
「男女共同参画に関するアンケート」の集計結果の概要

◆男女の地位（平等感）について　【問１】

・「平等」と感じている割合は「政治の場」「社会全体」「社会通念、慣習など」「職場」の順に低く、「学校教育

の場」「地域活動の場」が高い。

・「家庭生活」「職場」「社会全体」の3項目において、前回調査と比べて「平等」と感じている割合は増加して

いるが、国の調査と比べると低い。この3項目以外の項目でも同じ傾向となっている。
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◆「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について　【問２－２】
・前回調査と比べて「肯定」する割合が8ポイント低下、「否定」する割合が4ポイント増加し、国の調査と比

べて「肯定」する割合は17ポイント低い。

・年代が上がるとともに、「肯定」の割合も高くなる。
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◆家庭生活での男女の役割分担について　【問３】
・「食事のしたく」「掃除・洗濯」「食事のかたづけ」「育児(乳幼児の世話)の順に「妻の役割」と感じている割
合が高い。
・「夫と妻と同程度」と感じている項目は、「家庭の重大問題の決定」「子どもの教育」「老親の介護」「子ども
のしつけ」の順に高い。
・前回調査と比べて「夫と妻と同程度」と感じている割合は、すべての項目で増加しているが、「妻の役割」
が高い項目（食事のしたく、掃除・洗濯など）ほど増加は少ない。
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◆「女性が職業をもつこと」について　【問４】
・「子どもができたら退職し、大きくなったら再就職する方がよい」という考え43.6％で最も高く、次いで「子ど
もができても働き続ける方がよい」が33.5％。
・「子どもができても働き続ける方がよい」という考えは、国の調査と比べて、14ポイント低いが、前回調査
と比べて、14ポイント増加している。
・「子どもができたら退職し、大きくなったら再就職する方がよい」は、国の調査と比べて、12ポイント高い
が、前回調査と比べて、11ポイント低下している。
・「子どもができるまで職業をもつ方がよい」という考えは、前回調査と比べて5ポイント低下し、7.3％。
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◆男女がともに働きやすい環境づくりについて　【問６】
・重要と考える項目は、「女性の労働条件の向上」「保育園などの育児環境の充実」「男性の家事・育児・介
護への参加促進」「男女とも労働時間の短縮」の順に高い・
・女性は、「男性の家事・育児・介護への参加促進」と「女性の労働条件の向上」が、男性は、「保育園など
の育児環境の充実」と「男女とも労働時間の短縮」が重要だと考える割合が高い。
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◆「子どもが３歳になるまでの母親は育児に専念した方がよい」について　【問７－１】

・20代の女性は88％と高いが、男女ともに年代が上がるにつれ、「肯定」する考えが高くなる傾向がある。
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◆「男性の育児参加促進で重要なこと」について　【問８－（１）】
・前回調査と同様「男性自身の育児に取り組む意識」「男性の育児参加を妨げる社会通念の変化」「男性

の育児休暇制度の利用しやすさ」が重要だと考える割合が高い。

・女性は「男性自身の育児に取り組む意識」が、男性は「男性の育児休暇制度の利用しやすさ」が重要だ

と考える割合が高い。
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◆「男女ともに介護に参加するために重要なこと」について　【問１８】

・前回調査と同様「男性自身の介護に取り組む意識」「男性の介護休暇制度の利用しやすさ」「労働時間の

短縮など労働環境の改善」が重要だと考える割合が高い。

・女性は「男性自身の介護に取り組む意識」が、男性は「男性の介護休暇制度の利用しやすさ」が重要だ

と考える割合が高い。
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◆実施状況　平成25年8月　市民1,000人対象（回収率47.7％）

◆回答者の属性

性別

年齢（平成２５年８月１日現在） (%)

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

10.7 21.0 16.8 14.9 18.2 17.0 1.5

9.6 25.4 16.5 14.3 18.4 15.8 0.0

12.7 15.7 17.8 16.2 18.8 18.3 1.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0

配偶者の有無（妻または夫、あるいはそれに相当する人を含む）

家族構成
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三
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親
ま
た
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母

親
と
子
ど
も

単
身

そ
の
他

無
回
答

119 198 10 63 32 45 4 6

24.9% 41.5% 2.1% 13.2% 6.7% 9.4% 0.8% 1.3%

職業 （上段：人数、下段：％）
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員
・
正
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員
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イ
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ア
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イ
ト

内
職
・
在
宅
就
業

そ
の
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農
業

商
・
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
自
営
業
主

自
由
業

（
作
家

、
芸
術
家

、

弁
護
士
な
ど

）

左
記
の
家
族
従
業
者

そ
の
他
の
無
職

（
年
金
生
活

者

、
失
業
中
の
方
な
ど

）

学
生

（
専
門
学
校
生

、
大
学

生
な
ど

）

専
業
主
婦
・
主
夫

（
収
入
を

得
る
仕
事
を
し
て
い
な
い

）

159 7 68 9 4 1 8 27 6 4 90 7 80 7 477

33.3 1.5 14.3 1.9 0.8 0.2 1.7 5.7 1.3 0.8 18.9 1.5 16.8 1.5 100.0

性別 回答者数 比率

女性 272 57.0%

男性 197 41.3%

無回答 8 1.7%

合計 477 100.0%

合計

全体 100.0

合計

女性 57.0

男性 41.3

無回答 1.7

いる（事実婚
や別居中を
含む）

死別した 離別した 未婚 無回答

総数
（上段：人数）

366 27 15 63 477

76.7% 5.7% 3.1% 13.2% 1.3% 100.0%

6

無
回
答

合
計

総
数

合計

総数
（上段：人数）

477

100.0%

会社・組織などに勤めている方 自営・自由業など 無職・学生の方
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